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データセクションの社名の由来

FY2000
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データセクションの社名の由来

FY2000
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データセクションの社名の由来

ドットコム・バブルの時代

FY2000
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データセクションの社名の由来

創業
『データ』 × 『セクション』

企業の『データ』『部門』

FY2000
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データセクションの強みの源泉

当社の強みはデータ活用のための『集める』『読む』『使う』
• 爆発的に増加するデータから必要なデータを収集・分析する機能が求められており、優れた解

析技術でデータを情報へ変換し、自社サービスを開発

データ

解析技術

事業領域
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AI
IoT

SNS
クラウド

5G

ビッグデータ収集

リテール
マーケティング事業

ソーシャルメディア
分析事業

AI・システム
開発事業 新規事業

当社のコア技術

自然言語処理 画像・動画解析 音声解析

分析ダッシュボード/分析コンサルティングによる活用ノウハウ

[集める]

[読む]

[使う]



6 © 2021 Datasection Inc.

データセクションの強みの源泉

実状は、AIの活用がゴールになってしまっている企業が多い
⇒ AIの活用は手段であって目的ではない（我々が感じている課題感）

業務実⾏業務課題

業務実装へのギャップ
データ
取得 AI活用

1 2 43

• オンラインデータ
• オフラインデータ

• テキスト解析
• 画像・動画解析
• 開発プラットフォーム
• 分析ツール開発 データ活用ノウハウ

• 要件定義
• 分析設計
• コンサルティング

• 自社で保有しているノウハウ
• 業務提携によるパートナーとの連携
• M&Aによる業界・業種課題・ノウハウの獲得

業種や個々の企業によって
多種多様な業務課題が存在する

課題解決
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データセクションの強みの源泉

データセクションが以下の3つの役割を果たすことにより、分析技術を中核とした親会社と各業界
の業務改善DXを実施する事業体の連合企業群を創り上げる
① コア技術の保持：各ソリューション事業のベースとなる要素技術を保持する
② R&D：新規事業を開発するための研究開発
③ 投資：事業を拡大させるための事業開発投資・M&A等

親会社であるデータセクションが持つ３つの役割
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Retail Tech “Follow UP”とは

AIカメラの画像データとPOSデータから店舗購買率向上を支援
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Retail Tech “Follow UP”とは
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Retail Tech “Follow UP”とは
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Retail Tech “Follow UP” のクライアント（一部抜粋）
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Retail Tech “Follow UP”の展開国

世界20カ国にてサービス展開！！
アジア・パシフィック：日本、インド、オーストラリア、ニュージーランド
南アメリカ：チリ、コロンビア、ペルー、アルゼンチン、エクアドル、ボリビア、ブラジル、ウルグアイ
中央アメリカ: パナマ、グアテマラ、ホンジュラス、エル・サルバドル、コスタリカ
ヨーロッパ: スペイン
北アメリカ: メキシコ、USA
※赤字：現地子会社有
※⿊太字：投資している販売代理会社有（将来的に子会社化）
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優位性を活かした成⻑戦略

プロダクト強化 ✕ ターゲット市場拡大 ✕ 進出国の拡大
1 ２ ３

• リテールテック事業の成⻑を加速させる構造

✕

進出国

現在 20カ国
＋

今後
欧州

ASEAN市場
拡大

プロダクト強化

購買率
向上

コロナ
対策

OMO

接客
効率化

店舗送客
広告

小売
（アパレル）

小売
（その他）

公共交通機関
公共施設

公立
学校

当社が成⻑するための３大要素

進められた領域

2020年
9月
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データセクションの強みの源泉（再掲）

データセクションが以下の3つの役割を果たすことにより、分析技術を中核とした親会社と各業界
の業務改善DXを実施する事業体の連合企業群を創り上げる
① コア技術の保持：各ソリューション事業のベースとなる要素技術を保持する
② R&D：新規事業を開発するための研究開発
③ 投資：事業を拡大させるための事業開発投資・M&A等

親会社であるデータセクションが持つ３つの役割
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データセクションが目指す将来像

我々データセクションは
「世界のデータ部」へと成⻑していきます



End of File
info@datasection.co.jp


